
 

 

 

 

 

 

学びの成果を表現した「あおば学習発表会」   校  長  
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11月２日（土）に体育館で「あおば学習発表会」を行いました。１・２年生は生活科を中心に、

３～６年生は総合の学習を中心に、これまで学習してきた成果について発表しました。 

一昨年度は、コロナ禍にあり、各教室での発表でしたが、昨年度から今までの体育館ステージで

の発表に戻しました。あいにくの天気になりましたが、たくさんの方からご参観いただき、ありが

とうございました。 
各学年の発表は、昨年度と同様に、

どれも工夫されていました。歌やダン

ス、クイズ、劇などを織り交ぜながら、

ユーモアのある演出も加わり、それで

いて何を学習してきたかが観る側に

もよく分かる構成になっており、来場

された保護者や地域の皆様は、面白お

かしく、楽しみながら学習の成果を知

ることができたのではないかと思い

ます。 

そんな発表の中で、特に印象に残

ったのが、子どもたち一人一人の意

欲と表現力です。動作や表情、気持

ちをこめた台詞、声の大きさなど、

「自分たちの学習の成果をお家の

人や地域の人に伝えるんだ」という

意気込みが伝わる姿が随所に見ら

れ、日々の学習と発表に向けた練習

に意欲的に取り組んできたことが

とてもよく伝わってきました。 また、当校は小規模校であり、各学年の児童が

少ない分、日々の教育活動の中における一人一役

は当たり前で、大きな学校に比べると一人一人に

活躍の場がたくさんあります。そのため、必然的

に、クラスや全校の前で発表したり、表現したり

する機会も増え、知らず知らずのうちに、人前で

表現する度胸や楽しさが身に付いてきたのかも

しれません。この日のように、体育館のステージ

に立って、たくさんの人の前で大きな声を出して

気持ちを込めて演じ、自信をもって歌って踊る子

どもたちの姿を見ながら、伊米ヶ崎地域にある当

校の良さをあらためて実感しました。 

これからも、発表する場を大切にし、伊米ヶ崎小だからこそ確かに身に付く「表現する力」をさら

に伸ばしていきたいなと思います。 



＜全力で走りぬいた「校内マラソン大会」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１２月の主な予定＞ 

 

 

 

１６日（月）個別懇談・５限授業（～１８日） 

１９日（木）学期末大清掃①・授業５限 

２０日（金）学期末大清掃②・授業５限 

２３日（月）学期末大清掃③・授業５限 

２４日（火）二学期終業式・授業４限・給食・下校 

２５日（水）冬休み（～１月７日まで） 

１日（日）家庭学習強調週間（～２日） 読書旬間（～４日） 

２日（月）全校漢字テスト           

３日（火）全校計算テスト 昔話を聞く会 

４日（水）全校朝会（人権） 

９日（月）地域こども会（５限・集団下校） 

１０日（火）書道教室（３～６年） 

１１月１４日（木）、校内マラソン大会を実施しました。１１月は、比較的雨の日が多い新潟県ですが、

朝から雲一つない秋晴れが広がり、スポーツをするには絶好の小春日和となりました。 

子どもたちは、大会に向け、自分なりのめあてを立て、その達成をめざして、今まで練習に取り組んで

きました。また、今年度は、創立１５０周年ということもあり、一人一人が練習で走った距離を「１５０

周年」のボードにシールを貼って記録し、大会当日への意欲を高めてきました。ボードには８５０枚のシ

ールが貼ってあり、全校で８５０ｋｍ走ったことを示しています。そのような取組を通して、一人一人が

徐々に持久力を高め、タイムも縮め、自信をつけて大会に臨みました。 

スタートすると、みんな力強く飛び出し、元

気に走り出しました。途中、急なカーブや坂が

ありますが、呼吸を整えながら、苦しさに耐え、

練習で身に付けた自分のペースで粘り強く走

る姿が随所に見られました。 

また、昨年と同様に、子どもたちの応援も素

晴らしく、多くの子どもたちがゴールをめざす

ランナーに「がんばれー」と大きな声援を送り、

ランナーのラストスパートを支えていました。

いつも思うのですが、本当に伊米ヶ崎小の子ど

もたちは、心が温かいなと感じました。 

加えて、ランナーがグラウンドを周回した後

に一般道や土手に向かうと、グラウンドで待機

している子どもたちの応援の声は、ランナーに

届きません。しかし、その分、保護者や地域の

皆様、伊米ヶ崎保育園の園児のみなさんの心の

こもったご声援が粘り強く走る子どもたちの

心を支えてくれました。そのおかげもあって、

出場した子どもたち全員が途中で棄権するこ

となく、最後まで持てる力を存分に発揮してゴ

ールすることができました。平日にもかかわら

ず、たくさんの保護者や地域の方々から応援し

ていただき、ありがとうございました。 

＜１年＞ Ａコース（1000ｍ） 

 〇〇 〇〇さん（４分 53秒） 

＜２年＞ Bコース（1800ｍ） 

 〇〇 〇〇さん（８分 37秒） 

＜３年＞ Bコース（1800ｍ） 

 〇〇 〇〇ん （８分 37秒） 

＜４年＞ Cコース（2200ｍ） 

〇〇 〇〇さん（９分 38秒） 

＜５年＞ Cコース（2200ｍ） 

 〇〇 〇〇さん（10分 28秒） 

＜６年＞ Cコース（2200ｍ） 

 〇〇 ○○さん（９分 13秒） 

【各学年の１位と記録】 


